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　2016年4月に発足した「生体医歯工学共同研究拠点」は、文部科学省
ネットワーク型共同利用・共同研究拠点の一つとして認定され、2022年3
月に6年間の第I期が終了しました。6年間の第I期の期末評価は最高の「S」
評価を獲得し、2022年4月より第II期の拠点事業を開始しています。第II期
では、第I期で確立した工学技術の医療応用へのシームレスな連携の強化に
加え、臨床で役立つMedical/Dental Cyber-Physical System 
（MDCPS）によるデジタル化、AI・データ連携による医療応用分野間の連携
を促進する予定です。
　第II期においても、東京医科歯科大学生体材料工学研究所、東京工業大
学未来産業技術研究所、広島大学ナノデバイス研究所、静岡大学電子工学
研究所がそれぞれの特徴を活かしつつ、他機関との先進的共同研究を通じ
てネットワークを形成して、異分野融合を推進してまいります。2022年度は
245件の共同研究が採択され、推進されています。また、依然コロナ禍の状
況において、国際シンポジウムは東京医科歯科大学を幹事校として2022年
11月25日にオンラインで開催されました。12件の招待講演、146件のポス
ター発表が行われました。参加者は261名（内、海外研究者57名）を数え、

多岐の分野にわたり活発な議論が行われ
ました。ポスターセッションは11日間とす
るなど、オンラインによるデメリットを補完
する施策も進められています。
　静岡大学電子工学研究所では、今年度
は生体医歯工学融合領域における若手研
究者の育成を目的とした若手道場プログ
ラム「テラヘルツ分光スペクトル計測実習」
を12月5日から5日間開催しました。東京
工業大学、広島大学から3名の大学院生の参加があり、光を応用した計測
技術についての講義と自らの試料による実習を受講していただきました。静
岡大学電子工学研究所は当研究所が強みとする「イメージセンシング、光計
測」分野において、生体医歯工学に貢献できる研究をさらに進める所存で
す。今後とも、一層のご支援、ご鞭撻を賜りますようよろしくお願い申し上げ
ます。

共創によるさらなる発展に向けて
拠点長　木村 雅和（静岡大学電子工学研究所 所長）
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静岡大学電子工学研究所 副所長　青木 徹

　当研究所は、1965年に新制大学で唯一の理工系附置研究所として設置
されました。ルーツは「日本のテレビの父」と呼ばれる高柳健次郎教授の電視
研究所であり、画像工学、特に画像デバイスの研究にベクトルを向けている
点に独自性があります。基礎学問はもちろんのこと、実用化に向けた研究もさ
かんであり、開発した技術の社会実装のために企業との共同研究や
ベンチャー設立を積極的に進めています。
　こうした特徴がよく現れているのがナノビジョン研究部門です。イ
メージングデバイス分野では、CMOS イメージングセンサの空間分
解能と時間分解能の高度化を図っており、放送用カメラ向けの8K
センサや、光の飛行時間で精密に距離を測るTOFセンサなどを次々
に開発しています。また、ビジョン・インテグレーション分野では、光
子や電子を一つ一つ計測することで新しい画像デバイスを実現する
「ナノビジョンサイエンス」の研究に取り組んでいます。その成果の一
つに、透過するX線のエネルギーの違いを利用して材料を識別する
カメラがあり、例えばゴミに混じっていると危険なリチウムイオン電
池を検出する、空港でのテロ対策に使うなどの応用が考えられてい
ます。
　他の研究部門・分野においても、次々世代の基盤技術として、革新
的なデバイスを実現するためのナノ・バイオ材料、化合物半導体、有
機無機ハイブリッド材料及びそれらの加工技術の開発、電子を流体
として取り扱う新概念による超低消費電力・低発熱素子の実現、生

体現象の観察や測定のための手法の開発などが行われ、医療応用につなが
るものも含む幅広い成果をあげています。
　一方、静岡大学は、浜松市、浜松医科大学、光産業創成大学院大学、浜松
ホトニクスとともに、浜松を光の尖端都市にしようという「浜松光宣言2013」
に調印しており、当研究所は地域を挙げた様々なプロジェクトの中核機関と
して重要な役割を果たしています。

研究所紹介
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ナノマテリアル・インテグレーション分野
マテリアルサイエンス分野
生体膜ダイナミクス・イメージング分野

ウエアラブル曲げセンサーによるモーショントラッキング

ナノシステム集積化分野　ナノデバイス分野

電子流体効果を利用した
低消費電力電流増幅素子

光科学分野　生体医療計測分野

テラヘルツ分光スペクトルによる微量不純物検出

電子工学研究所の研究部門
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拠点の活動状況

第7回生体医歯工学共同研究拠点国際シンポジウム
(The 7th International Symposium on Biomedical Engineering)を開催

　本拠点の活動の主要な活動である国際シンポジウムを2022年11月25日（金）にオンラインで開催しました。本年度は東京医科歯科大
学を幹事校として開催しました。
　東京医科歯科大学の田中雄二郎学長による開会挨拶、文部科学省研究振興局大学研究基盤整備課の黒沼一郎課長によるご挨拶、東京
医科歯科大学生体材料工学研究所所長の影近弘之教授による共同研究拠点の紹介に始まり、招待講演12件の口頭発表、及び146件の
ポスター発表が行われました。
　参加者は261名（内、海外研究者57人）を数え、生体材料、バイオセンサ、治療法、診断デバイス、ドラッグデリバリーシステム、機能分
子、バイオMEMS、ロボティクス、バイオメディカル機器／システム、生体計測、シミュレーションと特性評価、バイオマーカ、ナノ・マイクロ
デバイスなど多岐の分野にわたり活発な議論が行われました。ポスター件数が多かったため、ポスターセッションは要旨とショートプレゼン
テーションのビデオを11日間、随時観られるように会期を大幅に延長し、研究者コミュニティーの活性化を図りました。
　国際シンポジウムはCOVID－19のために昨年度からオンライン化されました。オンラインであるため、直接の会話がしにくいですが、ポ
スターセッションを11日間にするなどオンラインによるデメリットを補完する施策を進めました。なお、2023年度の国際シンポジウムは広
島大学を幹事校として開催される予定です。
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医療機器の製造・設計に関する展示会MedtecでWEBセミナー開催
　本拠点では成果の社会実装を促進する企画として、医療機器の製造・設計に関するアジア最大級の展示会であるMedtec Japanに毎
年参画しています。2022年は、リアル展示とWEBセミナーで拠点の成果を企業の研究者へ紹介しました（4月開催のリアル展示に関して
はニュースレター 9号に掲載済みです）。
　WEBセミナーは2022年6月30日（木）に開催しました。参加登録者は156名でした。民間企業からの参加者は123名と全体の79％
に達し、研究成果を社会実装するには適したセミナーだったと思われます。
　セミナーでは、東京医科歯科大学生体材料工学研究所の松元亮研究教授から“ボロン酸ゲルを応用した「貼るだけ人工膵臓」開発の最
前線”、東京工業大学未来産業技術研究所の只野耕太郎准教授から“術者の第三の手となる眼内内視鏡保持ロボットの開発”と題してご講
演いただきました。共に大学発ベンチャーを開始しているテーマであり、大学研究を実用化する観点からもたいへん有意義な講演内容でし
た。本拠点ではこのWEBセミナーに限らず、企業との接点を増やすための施策を今後も進めていきます。

異分野実習を開催
　若手研究者の学際領域での育成等を目的に異分野実習を実施しています。本年度からAI医療に関する実習会を新設し、8月22日（月）
から25日(木)に東京医科歯科大学生体材料工学研究所で実施しました。新型コロナウイルス感染症の感染状況を鑑みて、オンライン形式
としました。
　参加者は東京工業大学、広島大学、理化学研究所、東京都立大学から4名の研究者及び1名の大学院生でした。AIの動作原理、必要な
データの作成・前処理方法やAIの実装方法、AIの性能を高めるためのコツ、医療AIの最新動向について学び、実習ではAIの一種である
ニューラルネットワーク（NN）の実装、NNによる学習・予測を通じた画像分類、物体検出、画像セグメンテーションなどの医用画像データ
解析、NNの性能評価を実施しました。原理の理解から医用画像データを使ったNNの性能評価までを短期間に進めることができ、貴重な
体験になったと思われます。なお、旅費や宿泊費は拠点が拠出し、特に学生が参加しやすい環境を提供しています。
　本拠点では広島大学と静岡大学でも同様の実習コースを設けています。生体医歯工学分野を開拓していく若い世代の育成に今後も取り
組んでまいります。
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東京都と医歯工連携セミナーを開催
　本拠点は成果の実用化と企業との連携を深化させるため、東京都医工連携HUB機構と連携して、WEB形式での医工連携セミナーをシ
リーズ化しました。セミナーの対象者は東京都内の医療機器の製造販売メーカ約700社です。
　今回は2022年12月8日に「明日の医療技術を
目指すアカデミア発ベンチャーの挑戦」をテーマ
に、静岡大学電子工学研究所の青木徹教授、広
島大学ナノデバイス研究所の黒田章夫教授、東京
工業大学未来産業技術研究所の進士忠彦教授、
東京医科歯科大学生体材料工学研究所の池内真
志教授の4名の先生方にご講演いただきました。
当日のWEB参加者は90名（製販企業39名、も
のづくり企業14名、臨床機関3名、研究機関16
名、行政・公的機関1名、関係者11名、その他6
名）でした。
　セミナーでは初めに東京医科歯科大学生体医
歯工学共同研究拠点の宮内昭浩特任教授から本
拠点の概要が紹介されました。その後、青木教授
から高感度・高コントラスト・高解像度・低ノイズ
のX線イメージング技術、黒田教授からエクソソー
ムの抽出技術、進士教授から体内植え込み用補
助人工心臓やECMOなどで利用される使い捨て
遠心血液ポンプ、池内教授から細胞塊（スフェロ
イド）の低コスト量産技術などをご紹介いただき
ました。
　各技術の特徴に関する質疑に先立ち、今回は、
ベンチャー経営の観点として重要な資金調達や事
業戦略などもディスカッションされました。大学が
有する技術をいかに社会還元するのかについて、
大学と企業の双方の立場で考えることもでき、参
加された医療機器の製造販売企業の今後の経営
の一助になったかと思われます。
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今後の活動予定

成果報告会
2023年度共同研究開始

● 2023年3月3日
● 2023年4月1日
● 2023年4月19～21日 Medtec Japan展示
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